
　

神
奈
川
県
立
住
吉
高
校
は
7
割
以
上
が
大

学
進
学
を
希
望
す
る
進
学
校
。
ま
た
以
前
か
ら

国
際
理
解
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

 

「
昨
年
度
か
ら
は『
国
際
社
会
に
お
け
る
自
分

の
役
割
を
考
え
る
』と
い
う
テ
ー
マ
を
新
た
に
盛

り
込
み
、特
色
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
」と
語
る
学
校
長
の
高
木
克
巳
先
生
。

　

２
０
１
２
年
度
、同
校
で
は「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」の
内
容
が
刷
新
さ
れ
た（
詳
細
は
左

図
）。計
画
を
立
て
た
の
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
経
験
豊
富
な
副
校
長
の
岡
野
親
先
生
、総
括

教
諭
の
木
下
礼
子
先
生
2
人
に
加
え
、教
員
歴

2
年
目
で
1
学
年
担
任（
当
時
）の
麻
生
葉
子

先
生
。
若
手
な
が
ら
生
徒
に
真
剣
に
向
き
合
う

情
熱
が
評
価
さ
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
。

　

1
学
年
の
1
学
期
は「
自
分
を
理
解
し
た
上

で
、高
校
生
活
と
そ
れ
に
続
く
将
来
の
目
標
を

立
て
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、適
職
・
適
学
診

断
の「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」、リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
講

師
に
招
い
て
の「
じ
ぶ
ん
未
来
講
演
」な
ど
、リ
ク

ル
ー
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
導
入
し
た
。
副
校

長
の
岡
野
親
先
生
は「『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』は
前
任
の

県
立
田
奈
高
校
で
導
入
し
、成
果
を
感
じ
て
い

た
の
で
、ぜ
ひ
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
、学
校
外
の
教
育
力

を
採
り
入
れ
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
員
だ
け
で
頑
張
ろ
う
と
し
て
も
限
界
が

あ
り
ま
す
か
ら
」と
語
る
。

『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』に
登
場
す
る

全
50
人
分
の
感
想
を
書
く
生
徒
も

　

１
学
年
の
４
月
に「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」の
診
断
結
果

を
見
て
、5
月
に
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

講
演
で
進
路
の
選
び
方
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を

聞
く
と
、徐
々
に
進
路
を
真
剣
に
考
え
始
め
る

雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
6
月
の
保
護
者

面
談
で
は「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」の
診
断
結
果
を
保
護

者
全
員
に
渡
し
た
。「
客
観
的
な
資
料
を
も
と

に
、早
め
に
将
来
を
考
え
始
め
て
ほ
し
い
と
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
麻
生
先
生
。

　

7
月
に
は『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
使
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
。こ
の
本
に
つ
い

て
木
下
先
生
は「
職
業
人
の
話
が
50
人
分
も
読

め
る
資
料
は
貴
重
で
す
。
ま
た
高
校
時
代
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
の
話
は
、進
路
決
定
の
道
筋
が

わ
か
ら
な
い
生
徒
に
と
っ
て
は
、と
て
も
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
し
た
」と
評
価
す
る
。ワ
ー
ク
シ
ー

ト
は
登
場
す
る
50
人
に
つ
い
て
、感
想
を
一
言
ず

つ
書
く
タ
イ
プ
。
全
員
分
の
感
想
を
書
く
な
ど
、

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
多
か
っ
た
。

将
来
へ
の
夢
や
あ
こ
が
れ
を

や
る
気
に
つ
な
げ
持
続
さ
せ
た
い

 

「
今
回
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、仕
事
の
や
り
が

い
や
大
変
さ
に
気
付
け
た
生
徒
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た『
夢
や
あ
こ
が
れ
が
な
い
』と
い
う

生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、進
路
を
考
え
る
際
に

必
要
な
の
は
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
だ
、と
気
付
け
た

こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
」と
麻
生
先
生
。

　

1
学
期
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
、6
月
に
は

科
目
選
択
の
予
備
調
査
が
行
わ
れ
、9
月
に
は

最
終
決
定
を
行
っ
た
。
今
年
度
、例
年
に
な
く

指
導
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
の
は
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」の
成
果
だ
と
先
生
方
は
感
じ
て
い
る
。

「
素
直
な
生
徒
が
多
い
せ
い
か
、や
る
気
を
引
き

出
す
き
っ
か
け
を
与
え
れ
ば
驚
く
ほ
ど
伸
び
ま

す
。
今
後
の
課
題
は
、い
か
に
や
る
気
を
持
続
さ

せ
て
い
く
か
。そ
の
た
め
に
、来
年
度
以
降
も『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
木
下
先
生
。

リクルートサービスを活用した

「Ｒ‒ＣＡＰ」による自己理解をもとに
『じぶん未来BOOK』で将来を考える

─神奈川・県立 住吉高校─

生徒数／910人（男子382人・女子528人）／普通科22学級
進路状況（2012年度）／大学・短大進学72.5％、
専各進学14.9％、就職2.0％、その他10.5％
神奈川県川崎市中原区木月住吉町34－1

 044-433-8514
 http://www.sumiyoshi-h.pen-kanagawa.ed.jp/

左から
2学年担任
麻生葉子先生
校長
高木克巳先生
前副校長

岡野 親
ちかし

先生
前総括教諭
木下礼子先生

取材・文／太田知子

■ 1学年1学期の
 総合学習の流れ

2学期は国際理解教育がメインとなり、テーマ別
発表会、体験講座、ラテン音楽鑑賞などが行われ
る。3学期はコミュニケーション力向上のためのプ
ログラムや上級学校研究、卒業生講演が実施さ
れた。

4／17 オリエンテーション＋
講演会の事前学習

4／24 高校における学習について
ノートの作り方

5／8 地域学習：住吉高校の歴史

5／22 進路研究1
（職場体験の映像視聴）

5／29
「R-CAP」の振り返り、
進路決定に関する講演会
（リクルートスタッフによる）

6／12 進路研究２（入試の基礎知識）

6／19 『じぶん未来BOOK』を使ったワークシート

6／26 国際理解テーマ学習　事前学習

■  『じぶん未来BOOK』を
 使ったワークシートに
 取り組んだ感想

リクナビ進学ブック
じぶん未来BOOK

● いろいろな体験談を知り、その仕事に
対する見方やイメージが変わった

● いろいろな職業の人の高校時代が書
いてありその仕事に就くためにどんな準
備をすればいいか参考になった

● ちょっとしたきっかけや偶然も大事だと
思った

● 夢を実現させている人の成功の秘訣が
わかった

● 自分がやってみたいと思うことがたくさ
んみつかった

● この先どうなるんだろうと不安もありまし
たが、仕事が楽しいものだとわかり、少
しやる気がでた

● 仕事に就いた動機が「あこがれ」という
人が多かった。自分もあこがれる仕事を
みつけたい
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大
阪
府
立
河
南
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、主

に
進
路
指
導
部
が
行
う
進
路
行
事
と
1
学
年
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を
使
っ
て
行
わ
れ
、そ

の
内
容
は
毎
年
学
年
ご
と
に
計
画
さ
れ
る
。２
０

１
２
年
度
は
1
学
年
担
任（
当
時
）で
担
当
の
黒

川
佳
彦
先
生
が
ゼ
ロ
か
ら
計
画
を
立
て
た
。

　

前
半
の
授
業
を
概
観
す
る
と
、４
月
に
は
適
職

適
学
診
断「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」を
行
い
、進
学
資
金
、入

試
、コ
ー
ス
・
科
目
選
択
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
参
考
に
、自
分
の

目
指
す
職
業
の
職
業
人
に
取
材
す
る
。
取
材
先

は
生
徒
が
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
り
、「
仕
事
に

就
い
た
き
っ
か
け
」「
仕
事
の
や
り
が
い
」な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
、レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
10
月
に
は

以
上
の
内
容
を
も
と
に
、将
来
に
つ
い
て
3
分
間

ス
ピ
ー
チ
発
表
を
す
る
と
い
う
流
れ
だ
っ
た（
詳
細

は
左
図
）。

文
系
・
理
系
の
度
合
い
が
視
覚
的
に

わ
か
る「
文
理
メ
ー
タ
ー
」を
評
価

　

6
月
の
コ
ー
ス
・
科
目
選
択
を
テ
ー
マ
と
し
た

授
業
で
は
、資
料
を
も
と
に
2
学
年
か
ら
の
コ
ー

ス
や
科
目
選
択
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
そ
し
て

授
業
後
、『
文
理
・
科
目
選
択
応
援
B
O
O
K
』と

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
課
題
を
出
し
た
。

 

「
文
理
・
科
目
選
択
を
考
え
る
際
に
、よ
く
あ
る

の
は
大
学
へ
の
入
り
や
す
さ
や
科
目
の
得
意
不

得
意
で
選
ぶ
ケ
ー
ス
。そ
う
で
は
な
く
、学
問
へ
の

興
味
や
将
来
就
き
た
い
職
業
を
基
準
に
考
え
て

選
ん
で
ほ
し
い
。
こ
の
本
は
そ
ん
な
本
校
の
方
針

に
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
」と
黒
川
先
生
。

　

ま
た
各
学
問
の
文
系・
理
系
の
度
合
い
を
示
す

「
文
理
メ
ー
タ
ー
」の
視
覚
的
な
わ
か
り
や
す
さ

も
、こ
の
本
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
。

進
路
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
た
め

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
保
護
者
と
共
有

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
興
味
の
あ
る
学
問
と
仕

事
を
３
つ
ず
つ
選
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
、も
っ

と
知
り
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
書
き
だ
す
。ま
た

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
気
付
い
た
こ
と
、不

安
な
こ
と
、進
路
選
択
に
向
け
て
学
習
面
で
力

を
入
れ
た
い
こ
と
な
ど
も
書
く
。「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
は『
興
味
の
あ
る
学
問
・
仕
事
を
調
べ
て
み
よ

う
』と
あ
り
ま
す
。『
好
き
』で
は
得
意
・
不
得
意

で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、『
興
味
』で
あ
れ
ば
、

苦
手
で
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
前
向
き
に
な
れ

ま
す
。
こ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、興
味
を
広
げ
ら

れ
た
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
思
い
ま
す
」。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
運
動
学
や
栄
養
学
を
志
望
す

る
場
合
、大
学
入
試
に
お
い
て
理
系
科
目
は
不
要

な
こ
と
も
あ
る
が
、入
学
後
は
必
ず
必
要
に
な

る
。今
年
度
は
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
理
系
を
選
ん

だ
生
徒
が
い
た
。
こ
れ
は
学
問
の
内
容
を
調
べ
た

う
え
で
文
理
選
択
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
指

導
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
回
生
徒
が
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

は
、7
月
の
三
者
面
談
で
保
護
者
全
員
に
渡
し
た
。

「
早
い
時
期
に
保
護
者
が
進
路
に
関
心
を
も
て

ば
、生
徒
の
や
る
気
も
高
ま
り
ま
す
。
実
際
、三
者

面
談
を
機
に
、進
学
資
金
を
貯
め
る
た
め
に
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
た
生
徒
も
い
ま
す
」と
黒
川
先
生
。

　

昨
年
度
の
1
学
年
の
生
徒
は
進
路
選
択
へ
の

意
欲
が
高
く
、進
路
指
導
室
に
相
談
に
来
た
り
、

学
校
見
学
に
行
く
生
徒
も
例
年
よ
り
多
い
と
い

う
。
こ
れ
は
昨
年
度
の「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」の
成
果
だ
と
校
内
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

リクルートサービスを活用した

自分の興味や将来就きたい仕事に
直結したコース・科目選択を促す

─大阪・府立 河
かなん

南高校─

生徒数／1075人（男子510人・女子565人）／普通科27学級
進路状況（2011年度）／大学・短大進学68.1％、
専各進学19.2％、就職4.1％、その他8.6％
大阪府富田林市錦ヶ丘町１－１５

 0721-23-2081
 http://www.osaka-c.ed.jp/kanan/

「大学名や学力より、やりたいことを優先した進路決定
ができる力をつけることを目指して計画を立てました」とい
う黒川先生。自分の適性を知り、進路選択に必要な知
識を得た上で、職業人に取材し、将来についてスピーチ
する。この流れは、多くの生徒に早い時期から進路に目
を向けるきっかけを与えた。

4／18 「R-CAP」の実施

5／19 卒業時の自分に手紙を書こう！
～自分への手紙～

5／30 ポートフォリオを作成しよう！
～未来への第一歩～

6／6 進路とお金
～自分ひとりの力で進路実現できるか？～

6／20 入試の基礎知識
～後悔しないコース選択のために～

6／27 コース・科目選択
～さあ、いよいよ進路の第一関門！～

7／19 職業調査・仕事インタビュー
～夏休みの課題～

9～10月 ３分間スピーチ原稿作成と発表
（クラス予選会）

10／24 進路説明会
～学部・学科・分野別ガイダンス～

10／25 ３分間スピーチ大会（学年大会）

■ 2012年度1学年総合学習
 前期の流れ

取材・文／太田知子

2学年担任
黒川佳彦先生 

■  『文理科目選択応援BOOK』を
 使った総合学習の感想

音楽の先生を志望しています。
興味のある学問と仕事を書きだ
すワークシートに取り組むことで、
大学で学ぶ内容と仕事に就くた

めに必要な素質や考え方の両面から将来について
考えることの大切さに気付きました。（寺川和希さん）

ワークシートに興味のある学問や
仕事を３つ書き出す作業を通し
て、医学や薬学など医療関連分
野を調べたことは有意義でした。

たくさんの選択肢がある中で、やはり看護師を目指し
たいという気持ちがはっきりしました。（太田紗理さん）

『文理科目選択応援BOOK』だ
けでなく、「総合的な学習の時間」
全体を通して、自分の将来とじっく
り向き合うことができました。バレ

リーナを目指している私にとって、表現力や伝える力
が必要な3分間スピーチは特に貴重な体験でした。
（岩崎彩果さん）

リクナビ進学ブック
文理科目選択
応援BOOK
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